
1.藤原宮東方官衛地域の調査 (第35次 )

(昭和57年 2月 ～5月 )

この調査 は,昭和55年 に行 なった第 30次調査に続 き,東方官衝の一画 を構成す る

建物群の規模・ 配置等をさらに明 らかにす る目的で実施 したものである。調査地 は,

藤原宮大極殿 の東北約 300mの水 田であ り,第 30次調査区に西接 し,そ の西側拡張

区に一部重複 した東西65m,南 北35mの 範囲である。第 30次調査では ,東面大垣か

ら約60mの 空閑地 を隔てて,東西棟建物 SB 2840を 検 出 し,そ の西方 にほぼ同規模

と思われる建物の一部 を確認 してお り (概 報 11), 東方官衝を構成す る建物群 は ,

さらに西方へ広が っていることが予想 された。

調査区の層序 は,基本的に,上層か ら耕土・ 床土・ 灰褐色土・ 黄褐色粘土地山層

の順であ り,遺構 の大半 は地山層上面で検 出 した。 しか し,調査区の西南部は,古

い自然流路の存在 を示す砂礫層の堆積によって地山粘土層が大 き く分断 されており,

その上面で検 出 した遺構 もある。検 出 した主 な遺構 には,掘立柱建物 ,井戸 ,溝 ,
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第 1図 藤原宮東方官衛地域調査位置図 (1:2000)
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土壊 ,小柱穴群 などがある。遺構 は,藤原宮期 ,藤原宮期以前 ,そ の他 に大別 され

るので ,そ の区分に したが って概要 を記す こととす る。

藤原宮期の遺構  藤原宮期の遺構 には,掘立柱建物 SB 2840・ 2841・ 3300・ 3270,

井戸 SE 3275,土 竣 SK 328と がある (写 真 1)。

掘立柱建物 SB 2840は ,第 30次 調査でその大半 を検 出 している。今回 ,西妻柱 と

北側柱西第 1～ 3の 柱穴 を検出 し,そ の規模が確定 した。桁行12間 (総長遊逮 m),

異行 2間 の長大な建物で ,柱間寸法 は桁行 ,異行 ともに 2.93m(10尺 )等 間である。

柱掘形の大 きさは一定 しないが東西約 1.2m,南北約 lmの 隅丸長方形 を呈す る。

西妻柱 をのぞ くすべての柱穴 には,柱痕跡が認め られ ,北側柱西第 3の 柱穴には ,

直径 19 clllの 柱根が遺存 していた。 SB 2841は ,SB 2840の 西 7.3m離れ た位置に ,

南側柱筋 をそろえて建て られている。 これ も,第 30次調査でその一部 を検 出 してい

る。桁行 11間 (総長逃患 m), 果行 2間 の東西棟建物である。柱間寸法 は桁行 2.64

m(9尺 )等間 ,梁行 2.93m(10尺 )等 間に復原できる。柱掘形の大 きさは一辺 1

m前後の不整方形で ,や や不揃いである。柱 はほとんどが建物外方へ抜かれている

が,内側 あるいは横方向へ抜かれているもの もある。南側柱東第 4の柱穴 には,直

径 30 cmの 柱根が遺存 していた。 この建物 には,南 北両側柱 の内側 に各 1列 ,中 通 り

に 2列 ,計 4列 の床束 を支え る束石が残 ってお り,そ の位置が桁行方向は直線に通

るものの,異行方向で はかな りの乱れがみ られるところか ら,床 は桁行方向に根太

を渡 し,果行方向に床板 を張 る構造であったと考えられる。束石 は,直径30～ 40 cm,

深 さ20～ 40 clllほ どの掘形 を穿 ち,そ の底 に,掘形の直径 とほぼ等 しい大 きさの花筒

岩や熔結凝灰岩 (榛 原石)な どの 自然石 を, 1個 あるいは数個埋め込んだ ものであ

る。束石掘形の深 さは一定でな く,地 山面上で直接検 出 した束石 もある。

SB 3300は ,SB 2841の 西約 6mの 位置にあり,SB 2840・ 2841と その南側柱筋

をほぼそろえて建 て られている。桁行 3間 以上 ,果 行 3間 の規模 の東西棟 と考え ら

れる建物で,柱 間寸法 は,桁行 2,93m(10尺 )等間 ,果行 は中央間 3.5m(12尺 ),

両脇間が 2.34m(8尺 )に 復原で きる。柱掘形の大 きさは充ゝぞろいであるが「 大 き

いもので東西 1.4m,南 北 1.lmの 隅丸長方形 を呈す る。大部分の柱 は不定方向に

抜 き取 られているが ,一部の柱穴には直径 20 cn前 後の柱痕跡が残 る。 SB 33001ま ,
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桁行 3間分を確認 したのみであ り,さ らに西方へ延 びていると考え られ る。なお ,

SB 3300の 東約 3mに 南北にならぶ住穴群 SX 3301は ,柱筋や柱掘形の大 きさがほ

ば等 しく,当 初 ,SB 3300と 一連 の柱穴 と考えたが ,柱 をたてた痕跡が全 く認め ら

れず ,ま た南側住位置 については,精査 にもかかわ らず柱掘形 は確認 されなかった。

SB 3270は ,SB 3300の南約 14mの位置に ,そ の東妻柱筋 を揃えてたて られた建物

で ,桁行 3間 ,梁行 2間 の身合に北庇がつ く東西棟建物 と考え られ る。南庇の有無

については,そ の部分が道路下 にあたるため調査できなか った。柱間寸法は桁行が

2,93m(10尺 )等 間,果 行は身舎が 2m(7尺 ), 庇が 1.45m(5尺 )で ある。柱

掘形 は身舎が一辺 lm前 後 ,庇が一辺 0.7m前後の不整方形 を呈す る。北庇 ,西第

2の 柱穴では,礎板 と思われ る板材 を検 出 した。

井戸 SE 3275は SB 3270の東妻柱 の東 4mに あ り,直径 1.8m,深 さ 0,7mの平

面円形 を呈す る掘形 を もつが ,南 半 は調査区外にあ り,確認できなか った。井戸枠

はすべて抜 き取 られてお り,底 に敷 いたとみ られ る拳大の円礫が多数遺存 していた。

土墳 SK 3281は SB 2841の 南西にある土壊で,約 3～ 4mの楕 円形 の平面を呈する。

井戸 SE 3275,土墳 SK 3281か らは,藤原宮期 の上器が少量出上 した。

藤原宮期以前の遺構  藤原宮期以前の遺構 は,古墳時代前期 の遺構 と 7世紀代の

遺構 とに分 け られ る。

古墳時代前期の遺構 には,2基 の井戸SE 3315・ 3316と ,素掘 りの溝 SD 2848・

3305がある。調査区北東部で検出した井 戸 SE 3315・ 3316は ,い ずれ も平面が,不

整円形 を呈す る素掘 りの井戸である。 SE 3315は 直径 0.8m,深 さ lm,sE 3316

は直径 0,7m,深 さ lmの規模である。いずれ も,埋土上層 には多量 の焼土・ 木炭

が含 まれ ,少量の布留式上器が出上 した。 なお SE 3315か らは,木片 とともにナス

ビ形木製品の断片が出上 した。

東西溝 SD 28481ま ,第 30次 調査 ですでにその東半 を検 出 しているが ,今回その西

半約28m分 を検 出 した。幅約 0.5m,深 さ約 20 cmを はか り,埋土か ら少量 の布留式

上器が出土 した。斜行溝 SD 3305は ,自 然流路 とみ られ る砂礫層の範囲を隔てて ,

SD 2848と 同一方向に走 る同規模 の素掘 り溝で ,SD 2848の 西延長部 とみ られ る。

7世紀代の遺構 には ,月 規ヽ模 な掘立柱建物 SB 3271・ 3272・ 3280・ 3282・ 32900
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3310,素 掘 りの溝 SD 3295▼ 3296・ 3318な どがある。

南北棟建物 SB 3271は SB 3270の北 にあ り,規模 は桁行 3間 (5,7m),果 行 2

間 (3.8m)で ある。柱掘形 は四隅の ものが一辺約 0.6mと やや大 きい不整方形 を

呈す るが ,そ の他の柱穴 はいずれ も小 さく,柱筋 もあま り揃わない。 SB 3271の 東

南にあるSB 3272は ,桁行 1間 ,梁行 2間 の南北棟建物で ,一辺約 2.9mの方形 を

呈す る。柱穴 は一辺 0.4m前後の小規模 なものである。藤原宮期 の建物 SB 2841の

南にある東西棟建物 SB 3280は ,桁行 3間 (5.Om), 果行 2間 (3.5m)の 規模

をもつ。四隅の柱掘形がやや大 き く,一辺 0.5m前後の不整方形 を呈す る。東西棟

建物 SB 3282は SB 3280の南 にある東西 2.9m,南北 1.5mの小規模 な建物である。

南北棟建物 SB 3290は ,SB 3280の東 にあ り,規模 は桁行 3間 (4.5m), 果行 1

間 (3.lm)で ある。柱掘形 は一辺 0.3～ 0.5mの 不整方形 を呈す る。南北棟建物

SB 3310は SB 2841の 北西にあり桁行 3間 (4.6m), 梁行 3間 (4.Om)の 規模

をもつが肖1平 が著 しく,柱掘形の大 きさも一辺 0.5mほ どあるもの と痕跡が残 る程

度の ものがあ り,柱筋 も整然 とは揃わない。 これ らの建物は, 7世紀代に属す ると

み られ るものの,出 土遺物がきわめて乏 しく,確実 な年代 は不明である。 しか し,

造営方位の上か らは,藤原宮期の建物群 と造営方位がほぼ一致す るSB 3271・ 3272

・ 3290と ,そ の方位が国上方眼方位 に対 して北で西へ 14° 前後おゝれているSB 3280

・ 3310と の二群 に分 けることがで きる。

素掘 り溝 SD 3295は ,幅 0.6～ 0.9m,深 さ20 cnの 蛇行す る溝で,北半部 には護

岸用 とみ られ る杭穴がある。 SD 3296は SD 3295の 屈曲点 にとりつ く細 い溝で ,そ

の分流 とみ られ る。 SD 3295と 同 じく,多 くの流水 を示す砂層の堆積が ある。素掘

り溝 SD 3318は ,SD 3295の 北半の西約 6mの所 を併走す る溝で ,幅 40 clll,深 さが

20 clll程 の小規模 なものである。 これ らの溝 は,遺構 の重複関係か らみ ると,古墳時

代前期の溝 SD 2848よ りも新 しく,藤原宮期の建物 よ りも古い ことは明 らかである

が ,い ずれ も出土遺物が乏 しく,確実 な年代は明 らかに しがたい。

その他の遺構   SB 3290の 西北にある住穴 SX 3291は ,炭化物 を多量 に含む埋土

中か ら黒色土器が出土 してお り,唯―の平安時代の遺構である。その他 ,調査区全

域で多数の小柱穴 ,土 墳を検 出 したが ,出土遺物がきわめて少量であるため ,そ の
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時期や性格 を明 らかに しえない。

遺物  土器・ 瓦・ 木製品などがあるが ,調査面積 に比 してその出土量がきわめて

少 ない点 は,東方官衝地域に共通す る特徴である。土器では,古墳時代前期の井戸

SE 3315。 3316,溝 SD 2848・ 3305か ら,布留式上器がややまとまって出土 したほ

かは,藤原宮期 と 7世紀代の上器 はきわめて少量である。瓦は,包含層か ら軒平瓦

6643-新型式 1点 が出上 しただけで ,丸・ 平瓦の出土量 もご く少 ない。木製品には,

東西棟建物 SB 2841の西妻柱 の抜取穴か ら出上 した曲物の底板 と,古墳時代の井戸

SE 3315か ら出上 したナスビ形木製品がある。その他 には,素掘 り清 SD 3295の 埋

土か ら出土 した小形の碧玉製管玉 1点 がある。

まとめ  第 30・ 35次 の調査 を通 して検 出 した藤原宮期の遺構 は,東方官衛地域の

建物配置 と,そ の空間利用のあ り方の一端 を示す ものである。その配置は,東西棟

を主体 とす るか ,南北棟 を主体 とす るかの違いはあるものの,長大 な建物 を直線状

に配す るとい う点 においては,西方官衛地域での配置 と共通 し,藤原宮 における官

衝建物配置の基本的なあ り方 を示 しているといえよう。 4棟 の建物 は東西あるいは

南北方向に柱筋 を揃 えて整然 と配 されてお り,そ の配置計画については,第 30次調

査の段階に,SB 2840の 北側柱列が四条条間路心の北約 45.5mの 位置 にあって ,先

行条坊の坪の南 3分 の 1に あたる可能性 を指摘 した。 しかし,今 回の所見 によると,

SB 2840・ 2841と SB 3300の 南側柱筋 および,SB 3300と SB 3270の 東妻柱筋がほ

ぼそろい,そ れ らが建物配置の基準 となっている可能性が強い ことが明 らかになっ

た。 この場合 ,SB 2840等 の南側柱筋 は,四条条間路心 との距離が約42mで あり,

先行条坊の坪の南 3分 の 1に配 され たと推定 されるが ,SB 3300等 の東妻柱筋 と先

行条坊 との関係 は今ひ とつ明確でない。 したが って ,先行条坊 と関わる建物配置の

存否 を含 めて ,今後 より厳密 な検討が必要である。 い っぽ う, 4棟 の建物は方眼方

位 に対 して北で東に 1° 40′ 前後振れており,これは宮の造営方位とは逆である。 しか

し,調査区の南20mで の調査 (第 21-1次・ 33-7次 )で は,宮 の造営方位と同様 ,

北で西へわずかに振れ る建物が検 出されてお り,東方官衡地域 の北半 と南半 とでは

造営方位,建物配置が異 なっていた可能性 も考え られ る。 この現象が,東方官衝の

性格や配置 とどのよ うな関わ りをもつかについては,今後の調査の進展 をまちたい。
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